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２０２４年１０月２６日（土）テーマ

「世代間交流をしよう」



「G-NETしがフェスタ2024企画参加団体打ち合わせ会」の中で、フェスタにご参加いただく

世代ではなく、“その人がどう考えているのか”が大事なのだと感じました。

世代間交流
をしよう

テーマ

皆様と、学生スタッフ（滋賀大学教育学部社会教育実習生）をはじめとした若者とで交流をしました。

“めざす社会の実現”にむけて、よい交流ができました。



感想

・これまでなかなか考えもしなかったことや、昔のこと、子育ての話ま
で交流でき、とても勉強になりました。女性も輝ける社会へむけた
取組はまだまだ必要であり、「男女共同参画」というものをしっかり
胸において活動していきたいです。

・幅広い年代の方のさまざまな意見を聞き、学びを深めることができ
ました。

・年齢、性別など関係なく、みなさんの活動や、活動に対する思いを
聞けたのがよかったです。

・「目の前の人を大切にする」ということについて考えられました。

・どのお話も「もっと豊かであれば」というところでつながっていました。



感想

・話してみることで分かることがお互いにいろいろあるのだと知りまし
た。多様な視点からの意見交流ができ、今後もこのような機会を大
切にしたいです。

・若い世代の自分が、いかに男女平等に近づきつつある環境で生き
ることができているのかを実感した。この男女平等に近づきつつある
社会を、教員として次の若い世代である子どもたちにしっかりと引き
継いでいきたい。

・異なる世代の方々との交流をとおして、課題に対するアプローチの
仕方について学びを深めることができた。自身の考えを改めて見つ
め直すよいきっかけとなった。

・「こんな考え方もあったんだな」と思った。いろいろな視点から物事
をみることを学んだ。


